The phonological system of Hun mong ja hoe by 山村 敏江 & Yamamura Toshie
『司｜鷹字曾』の音韻体系 239 
『訓蒙字曾Jの音韻体系










































子音字 子音並書体 母音字 母音字結合
「 k 11 kk a H a ＋ ai 
L n u: t ト ya w ya + l yai 
E二 t l:l pp ~ 百 -n a ＋ l ョi
己 r M SS :j ya ヰ1 ya+ l yai 
ロ m 耳；.； cc ..L 。 斗 。＋ oi 
日 p 斗L yo 寸 u ＋ i ui 
人 s T u 斗 w + i wi 。’，ng 1f 界1 斗 。＋ a wa 
ス c w 寸4 u ＋ 百 wa 
フ三 c’ l 斗｛ 。＋ a ＋ i wai 











































































































































牙音 見 k” 渓 k’ー 群 g’ 疑 ng-
喉音 影’ー ~~ fl 暁 x- 直下
除 j”
舌音
〔舌頭音 端 t” 透 t七 定 d’帽 泥 n-




歯頭音 精 ts- j青ts’R 従 dz’－ 'L、s- 邪 z-
荘 t~－ 初 t~’ー 』本 d~に 山 5・
正歯三等音 照 ts- 穿 ts'- 神 di'- 審ふ 禅 i-
唇音
重唇音 手詰 p幽 務 p～ 並 b～ 明 m-




































































反映されるが， 4字が例外である。 l字がn・， I字がk”， 2字が hー で反
映される。
⑤日食母






















































































心母は s”で反映されるのが原則だが， 8字例外があり， I字が’ー ， 3字







































2. 2. 8 正歯三等音
①照母
照母は朝鮮漢字音ではじで反映されるのが正則だが， 19字の例外があ
る。 14字がど圃， 4字がt-' 1字が5・で反映される。
②穿母
穿母は照母の有気音で，『訓蒙字舎』でもど，で反映されるが，例外が6

























































































牙音 見 k” 渓 k・ 群 k・ 疑’ー
喉音 影’ー 羽’ー 暁 h- 直 h-
時誌に
舌音
〔舌頭音 端 t- 透 tに 定 t- 泥 n・




歯頭音 精 c司 1青c’ー 従 c- 心 s- 邪 5・
荘 c・Jc’” 初 c’ー 林 c/s/cに 山 s”
正歯ニ等音 照 c- 穿 c’・ 神 s- 審 5・ 禅 s-
唇音
重唇音 手首 p- i穿p’ー 並 p- 明 m-









































転 -Vで～～～1・F I u m～p n～p ng～k N～Q 
a 果（仮） 蟹 効 成 山 梗 宕（江）
外 所 属 27 28 13,14, 25,26 39,40, 21.22, 33,34; 3, 31. 
転 図 29,30 15, 16, 41 23,24 35,36 32 
a 遇 止 流 深 E奈 曾 通
内 所 属 11, 12. 4,5,6,7 37 38 17,18, 42,43 12 
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